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1
　「永遠の瞬間」（the　etemal　moment）はE．M．フォースターの初期の短篇
の題名であるだけでなく、フォースターの初期の小説や短篇によく現われ
るキーワードである。本論文ではフォースターの「永遠の瞬間」という言
葉に込められた意味を検討し、それがその後の小説でどのような発展を遂
げることになるのかを探ってみたい。主として取り上げる作品は、2つの
短篇「永遠の瞬間」（“The　Etemal　Moment”）、「コロヌスからの道」（“The
Roadfrom　Colonus”）と、彼の自伝的作品と言われる長編『いと長き旅路』
（銑6Lo卿s♂力％吻錫1907）（1）である。「永遠の瞬問」という概念を中心に
個々の作品について検討する前に、それぞれの作品の執筆時期を挙げてお
く。「コロヌスからの道」は、ギリシア旅行中オリンピア近くの、中が空
洞になった木の中で浮かんだとフォrスター自身言っているので、1903年
と考えられる。（2〉「永遠の瞬間」は、ファーバンクの伝記によれば、1904年
に、第3作『眺めのいい部屋』（41～oo吻％肋σ四鶴1908）の元となる
「ルーシー」小説と並行して執筆された。（3）『いと長き旅路』は1906年頃執
筆された。書かれたのは二番目であるが、まず「永遠の瞬問」というタイ
トルを持つ短篇から見てゆこう。
2　「永遠の瞬問」
　「永遠の瞬問」はその題名から予想されるようなロマンティックなもので
はなく、「永遠の瞬問」と思われる瞬間を捉え損なった男女が、中年になっ
て再会し、それぞれが変わってしまっていることから生じる皮肉と人生の
苦みと滑稽さを描いた作品である。
　イギリス人の女性作家レイビー女史は友人のレイランド大佐と共に20年
ぶりに青春時代の思い出の地ヴォルタを訪ねる。そこはイタリア国境に近
いオーストリア領アルプスにあり、20年前そこで彼女はポーターの若者か
ら求婚されたことがあった。女史は淑女のたしなみからイタリァ人の若者
の求愛を退けて逃げ出すが、その時の経験を元に『永遠の瞬剛という小
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説を書く。それが彼女の処女作であり、彼女に名声をもたらす。それは「人
問が時間によってのみ生きるのではなく、過ぎ去った一夜が天の法廷では、
千年もの歳月になることもありうるという思想一後年、メーテルリンクに
よって哲学的に敷術された思想を中心に書かれたものであった。」（4）加え
て作品の舞台となったヴォルタは一躍観光地として脚光を浴びることにな
る。現地に着いてみると、大きなホテルが立ち並び、まったく俗化してい
る。ホテルの中でもとりわけ大きなイルミネーション付きのホテルはアル
プス・グランド・ホテルと言い、驚いたことにそこの番頭（concierge）こ
そ昔彼女に求婚した男フェオ・ジノーリであった。
　20年ぶりで出会ったフェオは、肥満体になりかけており、如才ない番頭
になっていた。そして彼女を見ても覚えておらず、全くの俗物に成り果て
ていたのだった。
　フェオの俗物ぶりを、本質的な卑俗さだという理由で非難するのは、
ばかげていた。彼自身が、そのように自分を作ったのではなかったのだ。
かつてのたくましい体付きが一変してしまい、脂ぎった肥満体や、額の
上の黒々としたちぢれ毛や、蝋で固めた口髭や、何か原始的な生命体の
ように勝手に分裂し二重顎に膨れあがっていくのを、残念がってみるの
もやはりおかしい。二十年も前にイギリスで、彼女が、彼の性格のみな
らずその容貌までも変えてしまったのだ。彼もまた、『永遠の瞬問』が
作り出したものの一つだったのである。（212）
　彼に若い日のことを思い出させようと、レイビー女史が20年前の話をす
ると、彼は忘れている。更に説明することによって、やっと思い出した彼
は大変なショックを受ける。丁度その時レイランド大佐が二人に近付いて
くる。20年前のことを平気で口にする女史と、妻子のある身でそんなこと
が知られれば自分は職を失うのではないかと考え、ごまかそうとするフェ
オ。大佐もフェオと同じで、20年前の出来事を人前で口にするのは上品で
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ないと感じ、気付かないふりをする。しかもフェオは大佐のすきを見て女
史に流し目を送る始末。驚いた女史は今は彼に対して何の愛情も持ってい
ないことを保証する。
　ぞっとするような光景だった。…しかし彼女に与えた秋波の効果は顕
著なものがあった。二十年前の彼そのままの姿を再現してくれたからだ。
・・細々した細部にいたるまで、いま彼女は思い描くことができた。…最
初は、書物から学んだわざとらしい文句で言い寄り、やがて情熱が昂
ぶってくると、首尾一貫しなくなって、結局私を信じて下さい、あなた
のほうでもわたしを愛して下さい、一緒にイタリアヘ高飛びして…末長
くそこで添いとげましょうと、そう叫んでいる声を聞くことができた。
彼女はあの時、若い娘のやるように叫び声をあげ、失礼なことをしない
でと、頼んだのだった。そして中年になって、今再び叫び声をあげてい
たのである。…「あなたを、今でも愛しているなんて考えないでくださ
い1」と彼女は叫んでいた。
　そう叫んだのは今でこそ彼を愛してはいないにしても、あの山の上で
の出来事は彼女の生涯における一つの重大な瞬問一おそらくは最大で、
しかも間違いなく永続する瞬間であることを実感し、樹木が地下の泉か
ら活力を吸収するように、あの出来事から測り知れぬ力と霊感を得たの
だということを、悟ったからである。（216）
　しかしフェオも大佐も彼女の思いを察してはくれない。二人ともいかに
して人目もはばからず昔の恋のことを口にするレイビー女史を抑え、体面
を保つかということに気をめぐらす。この後フェオに三人の子供があるこ
とを聞いた女史は感傷的な気持ちからフェオの子供の一人を養子にもらっ
て育てたいと申し出て、二人の聾盛を買う。フェオは彼女を「自分の体面
をつぶし、家庭の平和を破壊しようとしている、醜い、しなびた中年女」
と感じる。
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　女史の申し出は全くの金持ちの思い上りからくる提案で、お金の力に
よってフェオの子を紳士に育て上げようとするものである。フェオは拒否
し、大佐は怒り、女史は提案を撤回し、事態は決着する。地滑りが美しい
谷間に近付きつつあり、夕べの鐘楼の鐘もやがて鐘楼が倒れて聞こえなく
なるだろうという会話をよそに、レイビー女史は今また何らかの貴重な経
験を得たように思うのであった。
　暮れゆく谷間に、鐘楼から鐘の音が力強い歌声のように湧きあがった。
・・鐘の音を聞いてフェオはふっと話題を思いつき「不運なことじゃござ
いませんか、旦那さま。今朝がた…お客さまが、下の方で地滑りが始
まっているから、きっと倒れてしまうだろうと、そう言っておいででし
た…」と言った。
　彼の一言が効いた。…彼女は…悲壮な身振りもせずに去っていった。
決定的敗北のこの瞬間にも、彼女は人生の夢想を与えられ、自分は立派
に生きてきたのだと思った。彼女は経験と現世的事実を乗り越えたこと
を感じた。…彼女以外の誰もその存在を推量しえない勝利を味わったの
である。彼女は展望台から、滅びつつあり、滅びる運命にある美しい谷
間を見おろした。（221〉
　この幕切れでレイビー女史は人との繋がりから離れて谷間に対する。彼
女がフェォに愛情を感じたのも、元はと言えばこの谷間の美しさのせいで
あった。彼女が人々の無理解に傷ついたとき、彼女を受けとめてくれたの
は谷問であった。しかしその谷問もやがて地滑りにより滅びる運命にある。
　ここで注意すべきはフォースターの場合、「地の霊」（genius　loci）との
出会いがいくつかの作品の執筆の動機となっていることである。そのこと
は「永遠の瞬問」及び「コロヌスからの道」の双方が収録されている短篇
集の1947年版の序文にはっきりと述べられている。それによれば彼の最初
の作品「パニックの物語」（“TheStoryofaPanic’少）は1902年の5月イタリ
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アのラヴェロ周辺のとある渓谷で突然浮かんできたと言う。更に、
　同じ経験を翌年ギリシアで体験した。オリンピァからほど遠からぬと
ころで、空洞になった木の中に「コロヌスからの道」全編がぶらさがっ
ていたのである。（5〉
　続けて「岩」（“TheRock”）という作品も同じようなひらめきから書か
れたものだが、これは完全な失敗作であったと語り、次に『いと長き旅路』
に言及し、「私の長編の一つ『いと長き旅路』は、まさに地の霊とのめぐ
り会いから生まれたものだ。しかし間接的で複雑なので、ここでは触れる
まい」と言い、「直接、地霊が私にひらめきを与えたのは三度だけ」と断
言している。「永遠の瞬間」については「ほとんど全くの作り話なのだが、
コルティナ・ダンペツォでの瞑想である」と言っている。コルティナ・ダ
ンペツォは画家ティティアンの誕生の地からほど遠からぬところにある土
地の名である。つまりフォースターの「永遠の瞬問」もしくは「象徴的瞬
間」は、単なる人問同士の関わりを意昧するものではなく、土地の霊との
交流や土地の霊の働きかけというものが大きな作用を及ぼしているのであ
る。
　ここでついでに簡単に触れておきたいことは、「永遠の瞬問」と同時に執
筆されていた『眺めのいい部屋』と本短篇との類似点である。『眺めのい
い部屋』では、若き日のレイビー女史に当たるのはヒロインのルーシー・
ハニーチャーチであり、フェオに当たるのはジョージである。ジョージは
イタリァ人ではなく、ルーシーと同じ宿に滞在するイギリス人だが、同じ
中産階級でもルーシーよりは下層の中産階級に属している。思いがけず董
の花咲く丘でルーシーに出会ったジョージは衝動的にルーシーにキスをし
てしまう。ルーシーはその場に登場した付き添いの女性シャーロットに連
れられてそのまま逃げてしまうが、シャーロットからその話を聞いた小説
家のラヴィッシュ女史はそれを彼女の小説に書く。イギリスでジョージに
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再会したルーシーはすでにセシルと婚約中で、ジョージを避けようとする。
が、ある折セシルがたまたま読んで聞かせた本の中にその時のことが書か
れており、その場に居合わせたジョージに再びキスをされる成り行きにな
る。つまりこの小説では小説家とルーシーとが別人になり、その代わり
ルーシーは紆余曲折を経て自分の本能や情熱に正直になり、ジョージと結
婚するのである。
　ジョージにこのような衝動的な行為を起こさせたのはイタリアの美しい
場所であり、そこの土地の霊の働きである。
3　「コロヌスからの道』
　この物語の主人公のルーカス老人は娘エセルや他のイギリス人たちとギ
リシア旅行中である。そして二人は一行の人たちから、オイディプス王と
その娘アンティゴネに擬えられている。コロヌスとはギリシア悲劇におい
てオイディプス王が昇天したところである。ソフォクレスの『コロヌスの
オイディプス』によれば、実の母と結婚していたことを知った王は我が目
をつぶし、娘アンティゴネを連れて放浪の旅に出る。老年の王が遂に罪を
許されて昇天する場所がコロヌスである。
　ルーカス氏が、この地にとどまりたいと感じた土地はコロヌスではなく、
プラタナスの巨木ゆえにプラタニステと呼ばれている土地（5）であるが、題
名の由来はコロヌスでオイディプス王が昇天したのとは違って、オイディ
プス王にとってのコロヌスのように、昇天すべき土地に出会いながら、そ
の地にとどまらずイギリスに戻ってきて、ますます憂欝な老年期に入って
しまうルーカス氏を描いているためである。（そのため「コロヌスヘの」
ではなく「コロヌスからの道」という題名になっている。〔下線筆者〕）
　ルーカス氏が「永遠の瞬問」とも言うべき時を逃してつまらない老人と
して生き延びるという筋立ては、恋人と逃げる「永遠の瞬閥」を逃して俗
人と成り果てるフェオと、女流作家として成功するレイビー女史の話と似
ているが、違いはルーカス氏の出会いは純然たる「土地の霊」との出会い
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である点にある。ルーカス氏はその土地の人々、つまり大木の近くの宿屋
の人々にも親近感を覚えるが、何より感動を覚えたのは、空洞のある不思
議なプラタナスの大木であった。そこにはたくさんのプラタナスの大木が
あり、その中心にあるプラタナスの巨木は幹が空洞になっていてその中か
ら勢いよく水がほとばしり出ている。中に入ってみると木を切り込んだ窪
　ほこらみに祠が造られており、灯明とマリア像が置いてある。
　水は空洞になった下の方と目には見えない幹の裂け目から、音もたて
ずに絶えず湧き出ていて、唇の形をした樹皮を越えて外へ溢れ出る手前
で、素晴らしい現珀色をした水溜りをつくっていた。…黒く漏斗状に
なった幹の中を見上げると青空と緑の木の葉が見えた。…ここには自然
の持つ孤独といったものは見当らない。というのは人間のいろいろな悲
しみや喜びが木の懐深くにまで押し入っていたからであった。彼は腕を
伸ばし…ゆっくりと後に党れかかり、体全体を寄りかからせた。目を閉
じると、体は動いているが平穏な気分に浸っているような奇妙な感覚を
味わった一それは長い問、逆波と苦闘した果てに、潮が自分を目的地に
運んでくれるのがやっとわかったときの泳ぎ手が感じるようなもので
あった。
　そのままじっとしていた。彼の意識にあったのは、足下を流れる水と、
万物は一つの流れにすぎず、自分もそこを漂っているだけだという思い
であった。
　ついにはっとなって我にかえった…目を見開くと想像しようもなく、
言い表しようもない何かが、眼前をよぎり、すべてのものを意味あるも
の、善きものにしてしまっていたのであった。（97－98）
　空洞のある木の中で神秘的な体験をしたルーカス氏にはすべてに意昧と
目的があると思える。糸をつむぐ老婆、ラバに乗る若者、木の根の上に太
陽の造る影の模様、水仙の群れ、せせらぎの音。「ほんの一瞬の内に、ギ
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リシアばかりかイギリスも全世界も人生も見いだしてしまった」と彼は感
じる。
後からやってきた人たちも、この地に熱狂し、「一晩泊まりたい」とい
うルーカス氏に「一週間にしましょう」と娘は答える。その言葉をそのま
ま信じ込んで、喜びに浸るルーカス氏だが、他の人たちにはそれは冗談で
あり泊まる気などない。
　ここに泊まるのは単に青春を取り戻したり、美を認めたり、幸福を見
出だしたからだけではなくて、ここの人々とここに居れば、世界の様相
を一変させてしまうかもしれない最高に素晴らしい出来事が自分を待っ
ているからなのだとルーカス氏は信じたからであった。今この瞬間はと
ても大切な時だと思われたので、彼は言葉や議論を無意味なものとして
放棄し、暗黙のうちに出来上がっている強力な味方一もの言わぬ人々、
さらさらと流れる泉水、風にさざめく木立ち一の力に頼ることにした。
というのも、この場所全体が、彼にはっきりと聞き分けられるひとつの
声を上げていたからであった。（103）
　ルーカス氏は抵抗するが、グレアム氏に力ずくでラバに乗せられ、ルー
カス氏を取り戻そうとして追いかけてくる若者と二人の子供たちをかわし
て出発してしまう。こうして「永遠の瞬間」は失われる。
　短い第二章は、同じ年の秋か初冬。ルーカス氏は愚痴っぽい老人となっ
ており、家主に苦情の手紙を書こうとしている。中でも、ギリシアでは水
音に惹かれていたのに、風呂の水音について「水の流れる音ほど嫌いなも
のはない」と言うのは皮肉である。そこへ郵便が届く。ギリシアから送っ
てきた水仙の球根であった。それはエセルに水仙の花の時期に旅したギリ
シアのあの地のことを思い出させる。しかも球根を包んであるギリシアの
新聞の記事を読んでみると、「田園の悲劇」と題して「メセニア州プラタ
ニステ」で起きた惨事の記事である。「一本の大木が夜中に風で倒れ、そ
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この小さな宿の住人五人が圧死」と言う。しかも、その日付はまさしくルー
カス氏の一行がそこに立ち寄った、その日の夜の出来事であった。驚くエ
セル。しかし、何も思い出さず相変わらず愚痴をこぼし続けるルーカス氏
という皮肉な結末である。
　老人であるルーカス氏の場合、「永遠の瞬間」とは「死」の瞬問であっ
たのだ。あの場所に留まり死を迎えればルーカス氏もオイディプス王のよ
うな昇天を遂げられたのに、という含みがあるのだろう。また生命力溢れ
るプラタナスの木には「生命の木」（6）のイメージが重ねられているようだ。
内部の空洞から溢れ出る水はまた、豊穣な母性、「子宮」を思わせる女性
的イメージである。
4　『いと長き旅路』
　フォースターの自伝的作品と言われるこの作品でも「永遠の瞬問」に似
た考えが主人公リッキーの口を通して語られ、筋立てに利用されている。
　「人生ではあちこちで象徴的な人物なり事件なりに出会うことがある
ように思う。それ自体は大したことじゃないが、その一瞬だけ何か永遠
の原理を表わしている。どんな犠牲を払っても、それを受け入れるなら
ば、人生を受け入れたことになる。だがもし恐怖に駆られて拒絶すれば、
その瞬間は、いわば、消えてしまう。そしてその象徴は二度と与えられ
ることはない。」（7）
　これは婚約者アグネスとともに訪れた伯母の邸で出会ったスティーヴン
という青年が自分の弟だと知ったリッキーがそのことを本人に告げるべき
だとアグネスに主張するときに言う言葉である。しかしアグネスは「象徴
的瞬問は過ぎ去った」と主張して、スティーヴンに真実を告げる機会を
リッキーに与えない。この作品には「象徴的瞬問」がたくさん出てくる。
そしてリッキーは象徴的瞬問を捉え損ねることによって、真実の生き方か
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ら目を逸らし、迷い続けることになる。上記の引用に続けてリッキーは象
徴的瞬間を見事受けとめたことが前に一度あると言う。
　「かつてある象徴が僕に差し出されたことがある。どんなふうにかは
言いたくないが、ともかく僕はそれを受け入れた、そして不安と嫌悪を
感じながらもそれを大切に抱き締めた。結局は僕は報われた。」（8）
　かつて差し出された象徴とは何だろうか。それはアグネスが婚約者の
ジェラルドと抱き合う姿をリッキーが盗み見てしまう場面と解釈する批評
家が多いが（g）、単純にそうとは受け取れない。何故ならばこの場面はリッ
キーが、二人の恋人が抱き合う姿を見てそこにエロスの美を見出だし感動
し、その感動の余韻の元に、ジェラルドの死後アグネスと婚約することに
なる原因を作る場面であり、もしそれが真実の象徴であれば、アグネスと
の結婚は祝福されたものとなったはずである。アグネスとリッキーの結婚
は失敗だったという筋立てを考えるとき、この印象的場面が「永遠の瞬問」
であるはずがない。
　ただし、こうは考えられる。この作品においてフォースターは象徴的と
考えられる瞬問を多く描いているが、リッキーが恋人たちの抱き合う姿を
盗み見て衝撃を受ける瞬問は、リッキーにとっては象徴的であったかもし
れないが、実はリッキーを混乱させる経験でもあり、観念的なリッキーが
アグネスの本質を見抜けぬままにアグネスと結婚する道筋を用意する働き
をする「偽りの」象徴的瞬間であるという解釈である。
　スティーヴンが自分と片親を共有する兄弟であると、リッキーが知るの
は、伯母の邸の近くにあるローマ時代の円形遺跡（リングズ）の中心にお
いてである。つまりここでも象徴的瞬問は特別の場所と関係があるのであ
る。遺跡はキャドベリ・リングズと言い、ストーンヘンジやソールズベリ
大聖堂の見渡せる平原にある。二重の塾壕が円形を描く、その中心には一
本の木が立っている。その中心地でリッキーは伯母からスティーヴンが自
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分の兄弟であることを聞かされる。直前に伯母と大喧嘩をして、その腹い
せに伯母はその事実を告げたのであるが、リッキーはショックの余り気を
失ってしまう。というのはスティーヴンが自分の憎んでいる父の子と思っ
たからである。実はスティーヴンは母が農夫と愛し合ってできた子であっ
たが、そのことは後になって明らかにされる。正気に戻ったリッキーが見
たのは、自分を助け起こすスティーヴンであった。リッキーはスティーヴ
ンが弟であることを告げようとするが、アグネスに阻まれて真実を告げる
機会を逃す。
　ところでリングズと並んでこの作品に出てくる土地の霊と関係がある場
所がある。それは第2章に出てくる、ケンブリッジ近くのマディングリー
にある峡谷である。それは「草が敷き詰められ、縦の木々の生えたひっそ
りとした小さな谷問」で、やがてリッキーにとって神聖な場所「教会」の
ようなものになる。リッキーはケンブリッジの友人たちとここを訪れたと
きに、自分の生い立ちを話し、父親への憎しみと母親への愛情を語る。つ
まりここはリッキーにとって神聖なる友愛の思い出の場である。後にこの
場所の近くを通りかかったとき、リッキーはある短篇小説の霊感を得たこ
とをアグネスに話す。その短篇とはフォースター自身の短篇「もう一つの
王国」（“OtherKingdom”）と似た作品である。アグネスはその谷間を見た
がり、リッキーは見せたくないと思うが、見せてしまう。そしてそこでア
グネスに誘惑され、婚約することになる。
　このように、この作品では、「永遠の瞬剛もしくは「象徴的瞬間」が
人を欺くこともあること、その瞬間に捉われることで、人はかえって真実
を見逃すこともあること、人の日常に侵入する、恐ろしい一面を持つこと
を描いているという意味で、かなり複雑な様相を呈し始めていることが分
かる。
　また注意すべきは「永遠の瞬問」の場所として選ばれた地形の類似点で
ある。「パニックの物語」でも、パンの神らしき者が現われるのはラヴェ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うろロ近くの美しい谷間であった。谷間、窪み、木の洞、円形遺跡。前にも
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述べたように、これらはどれも母もしくは女性のイメージ、もっとはっき
り言えば「母なる子宮」のイメージである。つまり「永遠の瞬問」には子
宮回帰の願望が隠されているのである。そしてそこには母への願望のみな
らず、母なる者への恐怖、そして性愛と死のイメージが付きまとっている。
　フォースターにおける母なる者への回帰願望についてウイルフレッド・
ストーンは次のように語っている。（10）
　谷間に隠れたいという願望は母の内に隠れたいという願望である。そ
のような願望は幼児性欲の正常な表現であるが、成長した少年や男性の
場合は恥ずかしいものと感じられる。というのは、このファンタジーへ
の回帰は我々のタブーの中でも最も厳しい禁忌である、近親相姦に対す
るタブーを象徴的に犯すものであるのだから。子宮回帰は単に象徴的な
ものではあるが、回帰願望は、どんなに無意識なものであれ、罪の意識
という重い罰を伴うものである。『無意識の心理』の「犠牲」という章
の中で、ユングは谷問におけるリッキーと同じ状態を完全に描写して、
「多くの言葉を語るが、ほとんど行動せず、不毛な憧れに耽るこの主人公
はその運命を実現することなく、母の王国を堂々巡りして、その憧れに
もかかわらず何も成し遂げることのないリビドー（性欲）である」と言っ
ている。この魔力を持つ円環から抜け出し、別の所にリビドーを使うこ
とによってしか成熟は達成されない。それができなければ、憂欝と罪の
意識と生における死が生まれることになる。（11）
5　隠されたテーマ
　フォースターの初期の小説のパターンは主人公が異文化、異人種、ある
いは異なる階級の人間と接することによって新しい認識を得るという、い
わば「教養小説」のパターンである。第一作『天使も踏むを怖れるところ』
（陥膨肋g臨勲α7云07弛認，1905）ではイタリア人ジーノと接することに
よってイギリス人のフィリップとアボット嬢が新しい認識を得る。第二作
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『いと長き旅路』ではリッキーの真実に至るまでの苦闘とその死を描き、第
三作『眺めのいい部屋』ではルーシーが自己を偽らずジョージヘ肉体的に
惹かれていることを認めるまでの道程を描く。ジェイン・オースティンの
場合、物語の女主人公または主人公の自己認識は彼らの人問的成長と幸せ
な結婚へと繋がるのに対して、フォースターにあっては第三作を除きハッ
ピイ・エンディングの形を取らない。それはフォースターの場合、その認
識は彼自身の同性愛の傾向に対する苦い認識と関わりがあったからである。
川本静子氏は『ロンゲスト・ジャー二一』の後書きで次のように述べてい
る。（12）
　ところで、『ロンゲスト・ジャー二一』にはもう一つのテキストが重
なっている。死後出版の『モーリス』と短篇集『永遠の命その他』（1972）、
およびP．N』．ファーバンクによる伝記の決定版『E・M・フォースター
伝』全二巻（1978）が顕在化させたテキスト…「性の戦い」というテキ
ストだ。つまり、リッキーを「病める想像力の主観的産物」アグネスの
手から救い出すアンセルとスティーヴンという図式は、リアリティの認
識をめぐる戦いであると同時に、リッキーをめぐるヘテロセクシュアル
な愛とホモセクシュアルな愛の戦いでもあるのだ。（13）
　さらに、不自由な足をメタファーとするリッキーのホモセクシュアリ
ティは、アンセルとの関係だけではなく、ジェラルド・ドーズとの関係
やスティーヴン・ウオナムとの関係にも見てとれる。リッキーが…ジェ
ラルドに反発と同時に魅力も感じていることを理解するとき、リッキー
が象徴的瞬間として受け入れたジェラルドとアグネスの抱擁の場面は、
もう一つのテキストの中で別の意味を持つ象徴的瞬間でもあったことが
分かるだろう。つまり、あのときリッキーは、アグネスを抱くジェラル
ドにではなく、ジェラルドに抱かれるアグネスに同化していたとも考え
られ、とするなら、あの瞬間はヘテロセクシュアルな愛の啓示の瞬問で
一34一
「永遠の瞬間」の意味と行方
はなく、ホモセクシュアルな愛の啓示の瞬問であったとも言えるから
だ。（14）
　ジェラルドは肉体的には素晴らしくても、人間的には弱い者苛めのス
ポーツマンにすぎないので、リッキーが本当に彼に抱かれたいと思ったと
は筆者は解釈しないが、『眺めのいい部屋』でルーシーとジョージの抱擁場
面を見るシャーロットという設定や、『天使も踏むを怖れるところ』でア
ボット嬢とジーノが赤ん坊に湯浴みをさせる場面を見るフィリップの経験
と似た印象的な場面であり、フォースターが何らかのこだわりを持つ場面
であることは確かだ。
　いずれにせよ「永遠の瞬問」（もしくは「象徴的瞬間」）は作者にとって
「生」と「性」に関わる啓示の瞬間なのであるが、フォースターにおける
「性欲」の対象が同性に向けられていたということが問題を複雑なものにす
る。岡村直美氏も述べているように（15）イギリスでは1885年に同性愛行為
禁止が立法化され、その厳しい法律は1967年に廃止されるまで続いたとい
うことで、はっきりした反社会的行為であった。であるから自身の同性愛
の傾向は『モーリス』（1吻％7卿，1972）に詳しく描かれているように、フォー
スターを長く苦しめた性向であった。自己の同性愛傾向とどう折り合いを
付けるかが多分初期のフォースターの最大の問題であり、その傾向との葛
藤が最も激しく描かれ、追求されているのが『いと長き旅路』である。し
かもこの作品では同性愛の間題は秘められたテーマであり、表向きには
「リアリティ」を求めるリッキーを巡る人々が、アンセルのようなケンブ
リッジの友人たちと異父弟のスティーヴン対俗物のアグネスとその兄ペン
ブルック氏の二派に分かれている。そしてリッキーの属すべき人々の側に
就いてこそ、リッキーはリアリティを得られる、という設定になっている。
その意味で、主人公が自己の同性愛を認め同性の恋人と共に暮らすことを
選ぶという筋書きの『モーリス』は『いと長き旅路』と表裏を成す作品で
ある。
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6　「永遠の瞬間」の行方
　第三作以降、フォースターは個人の救済というテーマを捨てて、より大
きなテーマヘと向かう。（16）では「永遠の瞬間」というような特別の認識の
瞬間は全く描かれなくなったのかと言うと、それは少し姿を変えて登場す
る。その変容はどんなものかと言えば、現実の背後に潜む未知の力の恐ろ
しさ、不可解さという認識が強調されるのである。その兆しは『いと長き
旅路』で既に見られたものでもあり、さらに言えば、彼の同性愛傾向の自
覚と関係があるという意味で、フォースターの「永遠の瞬問」の概念に最
初から含まれていたとも考えられる。けれども「コロヌスからの道」でも
見たように、初期の作品にあっては、それは人生において何らかの意味を
指し示す瞬間であり、自分の既成の価値観を揺るがすという意昧で恐ろし
いのであって、その啓示を受け入れることで新しい自分を見出だせるとい
う明るい希望を含んだものであった。
　その認識とは『ハワーズ・エンド』伽2〃醐廊Eκ4，1910）砂第5章でベー
トーヴェンの第五交響曲を聞きながらのヘレンの感想として出てくる「パ
ニックと虚無」（panic　andemptiness）（17）であり、『インドヘの道』G4勘ss㎎1召
ホ01勿伽，1924）のマラバー洞窟での体験がそうである。マラバー洞窟でムー
ア夫人はキリスト教では太刀打ちできないような太古の霊のようなものと
遭遇し、それが元で無感動状態に陥り、亡くなるし、アデラは洞窟の中で
アジズに襲われるどいう幻覚に襲われ、それが元で裁判騒ぎにまでなる。
また「永遠の瞬間」は「永遠に残る瞬問」という特徴を失い、洞窟という
場所や「ハワーズ・エンド邸」という邸など「土地の霊」の働きが強調さ
れる。本来は「意味」を持つ啓示の瞬問であったはずの「永遠の瞬間」は
何故このような変容を遂げねばならなかったのであろうか。
　フォースターの初期の小説は多くの欠点を持ちながらも、快活なフォー
スターの特徴を持ち、特にリアリティーを求める若い世代に訴える魅力的
な小説であるのに対して、後期の小説は完成度は高いものの登場人物に対
する距離があり、フォースターのペシミズムが蔽いようもなく現われて
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いる。確かに「永遠の瞬間」とは「生」に溢れる瞬間であるだけでなく、
ルーカス老人の場合のように「死」にもっとも近い瞬間でもあったが、後
期の小説で「永遠の瞬問」に相当すると思われる場面は、初期の「永遠の
瞬間」のような輝きを失い、「人生に意味はない」とする悪魔の囁きのよ
うな、それこそ「パニック」を引き起こしかねない瞬間なのである。その
原因がどこにあるか、筆者にはまだ特定できないけれども、そのことと
フォースターが『インドヘの道』以後小説の筆を折り、1913年に書き始め
られて死後出版された『モーリス』以外に完成された小説は書いていない
こととは関係があるだろう。
　フォースターは同性愛傾向に悩んだとはいえ、それを実際に実践できた
のは中年以後（18）であり、しかもそれを母親に隠していた。世問と折り合
いを付けて生きてゆくための手段として、彼はこのような二重の生き方を
余儀なくされたのである。「二重写しの黄昏の幻影」（19）とは『インドヘの
道』に出てくるよく知られた言い回しであるが、後期のフォースターを象
徴する言葉に思える。『ハワーズ・エンド』も『インドヘの道』も、古典
的と言える作品であるが、その古典的な均衡は、初期の小説で言えば「ソー
ストン」（20）で代表されるイギリス中産階級の因習的世界（批判的に描かれ
る）と、イタリアやケンブリッジの世界（肯定的に描かれる）のどちらか
一方を選ぶというのではなく、どちらも認めようとする妥協的というか、
折衷的な態度によって達成される。「散文と詩を結び付けたい」（21）とする
マーガレットの望みはフォースターの望みでもあった。
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　β6伽6伽漉η一E㎎1ゑsh　Lづ伽4伽名召伽4愉」6肋卿oso6観Z）εs舵（Columbia
　　University　Press，1985〉の第1章には「同性愛者となる条件として、幼児期に
　　おいて父親が不在か、父との関係が疎遠であることに加え、母親との極度の同
　　一化を経て、父の代理となることが必要である」というRichard　Kleinからの引
　　用（p．23）があるが、一人息子で、2歳未満に父を亡くしたフォースターの場
　　合、この図式にぴったり適合する。フォースターの「子宮回帰願望」とホモセ
　　クシュァル傾向は関係があるだろう。
（11）　1bf4．，p．197。
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（12）川本静子訳『ロンゲスト・ジャー二一』（E．M．フォースター著作集1）、み
　すず書房、1994、「訳者解題」pp．463－471参照。
　　同、468頁。
　　同、469頁。
　　岡村直美著『フォースターの小説』、八潮出版、1981、133頁参照・
　　生前は発表されなかった『モーリス』は1913年、MillthorpeにEdward
　Carpenterを訪ねた直後に書き始められ、翌年には一応の完成を見たと言われ
　る。この作品は同性愛者の個人の救済の問題を扱っていると言えるので厳密に
　言えば『ハワーズ・エンド』（1914）以後にも個人の救済の間題意識に立った作
　品はあると言うことになる。
（17）R）rster：刀伽α眺E％4，Penguin　Modem　Classics，Penguln　Books，1963，
　p．33参照。
（18）　PN．Furbank：　Eノ砿．R）鴬云8κ　z4　L碗，　z／oJ．2，　∫わ砂6名σ孟os夕1～づ㎎　（19141970），
　London，Secker＆Warburg，1978，Chapter2Alexandriaに拠れば、フオース
　ターがアレキサンドリアで男性の恋人を得、初めて事実上の肉体的同性愛を経
　験したのは1917年のことである。この男性はMohammedelAd1という、電車の
　車掌であった。
（19）　FOrster：ノ1勘ss咽6云o乃z4勉，Penguin咽ventieth－century　Classics，Penguin
　Books，1989［First　published1924］，p．212参照。‘But　in　the　twilight　of
　double　vision　a　spiritual　muddledom　is　set　up　for　which　no　h圭gh－sounding
　words　can　be　foundl　we　can　neither　act　nor　refra1n　from　action，we　can
　neither　ignore　nor　respect　In五nity’（だが二重写しの黄昏の幻影の中では精神
　の混乱が起こり、それを高揚した言葉で言い表わすことはできない。私たちは
　行動することもできなければ行動しないわけにもいかない。無限を無視するこ
　　ともできなければ、尊敬することもできない。）マラバー洞窟体験後のムーア夫
　人の心境を描写する文章であるが、中年以後のフォースターの心境にも通じる
　ような気がする。
（20）Sawstonはフォースターの初期の小説三作すべてに登場する、イギリスの架
　空の町の名前であり、フォースターがパブリック・スクールに通ったトンブ
　リッジがモデルとなっている。
（21）　cf．肋”α名肉Eκ4，pp．174－175．‘Only　connect！That　was　the　whole　of　her
　sermon。Only　connect　the　prose　and　the　passion，and　both　will　be　exalted，
　…md　human　love　will　be　seen　at　its　height。Live　in　fragments　no　longer’（た
　だ結びつけよ。それが彼女の教義のすべてだった。散文と詩を結びつけよ、そ
　　うすれば両者は高揚し、人間愛が頂点に達するのが見られるだろう。断片で生
　　きることはもうやめよう。）
（13）
（14）
（15）
（16）
（本学経営学部教授）
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